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人権身の上相談
勤め先、その他で、自分は「人

権」を侵害されていると思ったと
きは、どうぞ相談においでくださ
い。東京法務局職員・足立区人権
擁護委員が相談に応じます。相談
の秘密は堅く守ります。毎週第三
金曜日、午後1時～4時。区役所
( 1 階) 相談室。

人口調べ
( 昭和46年5 月1 日現在)
世 帯　184, 236

男　　296, 443

女　　285, 023

計　　581, 466
( 前月より2, 453人増加)

チ
ャ
ン
ス
は
今
だ
!

あ
き
地
の
雑
草
を
な
く
そ
う

草
刈
条
例
が
適
用
さ
れ
ま
す

こ
れ
か
ら
夏
を
ひ
か
え
、
空
地
に
雑

草
が
あ
る
と
カ
や
ハ
エ
の
発
生
源
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
、
防
火
の
う
え

か
ら
も
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
特
に
ブ

タ
草
は
今
と
り
の
ぞ
き
ま
せ
ん
と
、
八

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
開
花
し
、
こ
の

花
粉
が
、
人
間
の
皮
膚
、
鼻
、
の
ど
を

い
た
め
る
な
ど
人
体
の
健
康
を
害
す
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
あ
き
地
の
管
理
の
適
正
化

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
区
民
の
み
な

さ
ん
が
健
全
な
生
活
を
営
め
る
よ
う

に
、
昨
年
の
十
二
月
に
「
あ
き
地
の
管

理
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
」
通
称
(

草
刈
条
例
)
を
制
定
し
ま
し
た
。
あ
き

地
の
所
有
者
(
管
理
者
)
は
雑
草
や
か

ん
木
な
ど
を
お
い
茂
っ
た
ま
ま
に
し
て

お
い
た
り
、
ゴ
ミ
捨
場
に
な
ら
な
い
よ

う
、
適
正
な
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

区
に
お
い
て
、
危
険
な
状
態
の
あ
き

地
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
は
、
所
有
者

に
対
し
て
一
定
の
期
限
内
に
雑
草
を
取

り
除
く
よ
う
勧
告
い
た
し
ま
す
。
し
か

し
、
勧
告
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
時
は

さ
ら
に
除
草
を
指
示
し
、
そ
れ
で
も
除

草
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
時
は
、
区
が

除
草
作
業
を
業
者
に
行
な
わ
せ
、
そ
の
費

用
を
所
有
者
か
ら
徴
収
す
る
行
政
代

執
行
法
に
基
づ
く
代
執
行
を
行
な
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。

雑
草
を
刈
り
と
る
に
は

所
有
者
は
自
分
で
雑
草
を
刈
り
取
る

の
が
一
番
経
済
的
で
す
。
雑
草
を
刈
り

取
る
器
材
が
な
い
時
は
、
区
役
所
の
各

出
張
所
に
自
動
草
刈
機
を
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
で
刈
り
取
れ
な
い
場
合

は
区
に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
の
委
託
料
は
一
平
方
㍍
あ
た
り

三
十
四
円
で
、
本
人

負
担
は
二
十
五

円
、
残
額
は
区
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
近
所
の
あ
き
地
で

雑
草
が
は
え
困
っ
て
い
る
時
は
区
役
所

保
健
衛
生
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
用
語
説
明
】

○
あ
き
地
…
現
に
人
が
使
用
し
て
い
な

い
土
地
(
あ
き
地
の
適
正
化
―
条
例

第
二
条
一
)

○
危
険
な
状
態
…
雑
草
が
繁
茂
し
た
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
住
民
の

健
康
を
害
し
、
犯
罪
を
発
生
さ
せ
る

等
生
活
環
境
を
著
し
く
そ
こ
な
う
よ

う
な
状
態
(
同
条
第
二
条
二
)

○
行
政
代
執
行
…
法
律
(
法
律
の
委
任

に
基
く
命
令
、規
則
お
よ
び
条
例
を

含
む
)
に
よ
り
直
接
に
命
ぜ
ら
れ
、

ま
た
は
法
律
に
基
き
行
政
庁
に
よ
り

命
ぜ
ら
れ
た
行
為
(
他
人
が
代
っ
て

な
す
こ
と
の
で
き
る
行
為
に
限
る
)

に
つ
い
て
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し

な
い
場
合
、他
の
手
段
に
よ
っ
て
そ

の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、且
つ
そ
の
不
履
行
を
放
置
す

る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、当
該
行
政
庁

は
、自
ら
義
務
者
の
な
す
べ
き
行
為

を
な
し
、ま
た
は
第
三
者
を
し
て
こ

れ
を
な
さ
し
め
、
そ
の
費
用
を
義
務

者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。(

行
政
代
執
行
法
第
二
条
)

区内に散在するあき地

投
票
日
は
6
月
2
7日

参
議
院
議
員
選
挙

今
回
行
な
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙

は
、わ
た
く
し
た
ち
の
意
志
を
国
の
政

治
に
反
映
さ
せ
る
た
い
せ
つ
な
選
挙
で

す
。そ
し
て
、有
権
者
が
よ
く
見
、よ

く
聴
き
、
よ
く
考
え
て
、
心
に
き
め
た

人
に
誇
り
を
も
っ
て
投
票
す

る
こ
と

が
、
真
の
代
表
者
を
選
ぶ
最
良
の
方
法

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
今
回
行
な
わ
れ
る
選
挙
の

投
票
資
格
や
方
法
に
つ
い
て
、
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

【
投
票
の
資
格
】

□
足
立
区
で
投
票
で
き
る
人
　
(
1
)
昭
和

二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
　
(
2
)
昭
和
四
十
六
年
三
月
二

日
ま
で
に
足
立
区
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
区
内
に
住
ん
で

い
る
人
。

な
お
、今
回
は
国
会
議
員
の
選
挙
の

た
め
、足
立
区
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
で

も
、投
票
当
日
に
当
区
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、足
立
区
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
足
立
区
外
で
投
票
で
き
る
人
　
昭
和

四
十
六
年
三
月
三
日
以
後
足
立
区
に
転

入
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
区
内
で
転
居
し
た
場
合

最
近
足
立
区
内
で
住
所
を
う
つ
し
た

人
は
、あ
た
ら
し
い
住
所
の
投
票
所
で

投
票
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
基
準
は
…
昭
和
四
十
六
年
五
月

十
五
日
ま
で
に
転
居
届
を
し
た
人
は
、

新
住
所
地
で
投
票
で
き
、
五
月
十
六
日

以
後
に
転
居
届
を
し
た
人
は
、
転
居
前

に
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
投
票
所
で
投

票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
不
在
者
投
票
　
投
票
日
に
、次
の
理

由
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
1
)
投
票
当
日
、投
票
区
の
区
域
外
に
お

い
て
し
ご
と
の
た
め
、ど
う
し
て
も
投

票
所
に
行
け
な
い

(
2
)
お
産
や
病
気
な
ど
の
た
め
、投
票
所

に
行
け
な
い

こ
の
よ
う
な
方
は
、投
票
所
入
場
券

と
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
り
、区
役
所

内
区
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、六

月
四
日
か
ら
六
月
二
十
六
日
ま
で
の
、

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
、午
後
五
時

ま
で
で
す
。

投
票
に
は
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

□
投
票
日
は
六
月
二
十
七
日
(
日
)

午
前
七
時
～
午
後
六
時

有
権
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、投
票
所

入
場
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、投

票
所
へ
お
い
で
の
際
は
、
お
忘
れ
な
く

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
投
票
の
順
序
　
最
初
に
東
京
地
方
区

(
う
す
桃
色
の
投
票
用
紙
)
、次
に
全

国
区
(
う
す
黄
色
の
投
票
用
紙
)
選
出
議
員

の
投
票
順
序
で
す
。

投
票
日
に
は
、み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

区
選
挙
管
理
委
員
会
(
区
役
所
内
)
へ

ど
う
ぞ
。

急
告
　
小
川
三
郎
氏
(
社
)
が
四
月

二
十
六
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

区
選
管
で
は
三
十
日
に
選
挙
会
を
開
き
《

次
点
》
の
茂
出
木
市
蔵
氏
(
自
)
の

繰
上
げ
当
選
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
新
区
議
会
は
次
の
と
お
り

党
派
別
当
選
人
数
(
定
数
五
十
六
)

□
自
由
民
主
党
=
三
十
名

□
公
明
党
=
十
名

□
日
本
社
会
党
=
八
名

□
日
本
共
産
党
=
七
名

□
民
社
党
=
一
名

▽
緑
の
大
敵
△

ア
メ
・

ヒ
ト

を
退
治
し
よ
う

つ
ゆ
あ
け
の
こ
ろ
、プ
ラ
タ
ナ
ス
や

桜
な
ど
の
街
路
樹
の
葉
が
食
い
荒
ら
さ

れ
て
い
る
の
を
よ
く
見
う
け
ま
す
。こ

れ
は
緑
の
大
敵
、ア
メ
リ
カ
・
ヒ
ロ
シ

ト
リ
の
幼
虫
の
し
わ
ざ
で
す
。こ
の
ア

メ
・
ヒ
ト
の
た
め
に
、毎
年
多
く
の
樹

木
が
被
害
を
う
け
ま
す
。

ア
メ
・
ヒ
ト
は
多
食
・
雑
食
性
で
、

樹
木
、草
花
、雑
草
な
ど
広
い
範
囲
の

植
物
を
食
い
荒
ら
し
ま
す
。
繁
殖
期
は

年
二
回
で
、
第
一
回
目
は
六
月
初
旬
か

ら
七
月
中
旬
ま
で
、
第
二
回
目
は
八
月

中
旬
か
ら
九
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
で
す
。

こ
の
大
敵
を
退
治
す
る
に
は
、
幼
虫

の
巣
を
枝
ご
と
切
り
取
っ
て
、焼
い
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。こ
の
時
期
を
の
が

す
と
ア
メ
・
ヒ
ト
は
繁
殖
率
が
高
い
の

で
、
分
散
し
て
手
に
負
え
な
く
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、一
軒
で
す
る
よ
り
も

町
ぐ
る
み
で
退
治
し
た
方
が
、い
っ
そ

う
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

薬
剤
散
布
に
必
要
な
噴
霧
機
は
、各

出
張
所
で
無
料
で
お
貸
し
し
て
お
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
メ
・
ヒ
ト
を
退
治
し
て
緑
の
あ
る

町
に
し
ま
し
ょ
う
。ご
相
談
は
、区
役

所
土
木
部
庶
務
係
へ
ど
う
ぞ
。

園
児
募
集

8
月
開
園

元
町
保
育
園

区
で
は
、八
月
に
開
園
す
る
元
町
保

育
園
(
千
住
元
町
三
四
番
一
-
一
〇
一

都
営
元
町
ア
パ
ー
ト
内
)
の
園
児
を
募

集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の

要
領
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間
　
◇
六
月
十
五
日
(

火
)
か
ら
三
十
日
(
水
)
ま
で

申
し
込
み
場
所
　
◇
お
住
ま
い
の
区

域
を
所
管
す
る
福
祉
事
務
所

持
参
す
る
も
の
　
◇
昭
和
四
十
五
年
度

特
別
区
民
税
額
の
わ
か
る
も
の
(
例
―

課
税
証
明
書
・
特
別
徴
収
通
知
書
・

納
税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)
　
◇
昭
和
四

十
五
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の

(
例
―
課
税
証
明
書
・
源
泉
徴
収
票
・
納

税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)
　
◇
昭
和

四
十
五
年
度
固
定
資
産
税
額
の
わ
か
る

も
の
(
土
地
・
家
屋
を
お
持
ち
の
か
た
)
　

◇
印
か
ん

優
良
家
具
見
本
展

6
月
2
0日

足
立
区
は
優
秀
な
家
具
の
生
産
地
と

し
て
定
評
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
区

と
家
具
組
合
連
合
会
が
、
次
の
よ
う
に

優
良
家
具
見
本
展
を
開
き
、
即
売
も
い

た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

期
間
　
六
月
二
十
日
(
日
)
～
二
十
二

日
(
火
)
/

午
前
九
時
～
午
後
五
時

最
終
日
の
み
午
後
三
時
ま
で

会
場
　
区
体
育
館
(
中
央
本
町
一
丁
目

一
七
-
二
)

交
通
機
関
=
東
武
線
梅
島
駅
下
車
徒

歩
十
五
分
、
都
バ
ス
・
東
武
バ
ス
「

体
育
館
前
」
下
車

入
場
無
料

予

告

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

本
年
度
第
一
回
目
の
都
住
公
募

が
六
月
下
旬
ご
ろ
行
な
わ
れ
る
予

定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
い
ず

れ
か
へ

都
住
宅
局
　
二
一
二
-
五
一
一

一区
役
所
区
民
部
管
理
課
管
理
係
へ

「
都
住
」
入
居
募
集
者
の

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

都
住
宅
局
で
は
み
な
さ
ん
の
利

便
を
図
る
た
め
、募
集
ニ
ュ
ー
ス

を
電
話
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
時
報
や
天
気
予
報
の

電
話
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
自
動
録
音

式
で
す
。　
二
一
二
-
五
六
五
一

消
費
者
教
室

区
で
は
、次
に
よ
り
消
費
者
教
室
を
開

き
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
　
く
ら
し
の
な
か
の
税
金

―
税
金
に
強
く
な
ろ
う

▽
講
師
　
日
本
大
学
経
済
学
部
教
授
　

名
東
孝
二
氏

▽
日
時
　
六
月
十
四
日
(
月
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

▽
場
所
　
区
役
所
七
階
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
商
工
係
へ

ど
う
ぞ
。

自
動
車
仮
ナ
ン
バ
ー

第
二
庁
舎
で
も

い
ま
ま
で
、
自
動
車
の
「
仮
ナ
ン
バ

ー
」プ
レ
ー
ト
の
貨
し
出
し
は
、区
役

所
の
課
税
課
第
一
課
税
係
の
み
で
行
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
六
月
一
日
か

ら
、区
役
所
第
二
庁
舎
(
第
二
課
税
係
)

で
も
、お
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

必
要
な
か
た
は
、お
近
く
の
窓
口
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

亜硫酸ガス測定結果

( 新田定点――新田図書館)

3月　　　　0. 039PPM

4月　　　　0. 041PPM

環境基準　　0. 05PPM

第
五
回

足
立
区
展

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、第
五
回
足
立
区
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、み
な
さ
ん
の
つ
く
っ
た
作
品
の
展
覧
会
で
す
か
ら
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

展
覧
期
日
　
【洋
画
・
彫
塑
展
】

七
月
十
一
日
(
日
)
～
十
六
日
(
金
)
　
【書
道
展
】少
学
生
…
七

月
十
八
日
(
日
)
～
二
十
日
(
火
)
/
一
般
(
中
学
生
以
上
)
…
七

月
二
十
一
日
(
水
)
～
二
十
三
日
(
金
)

展
覧
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前
九
時
～
午
後
六
時

会
場
　
足
立
区
産
業
振
興
館
ホ
ー
ル
(
足
立
区
役
所
隣
り
)

応
募
資
格
　
足
立
区
内
在
住
、在
勤
者
足
立
区
出
身
者
<
一
般
公
募
>

搬
入
日
時
　
洋
画
・
彫
塑
―
七
月
九
日
(
金
)
午
前
九
時
～
午
後
七

時
　
書
道
―
七
月
十
六
日
(
金
)
午
前
九
時
～
正
午
　
区
役
所
七
階

搬
出
日
時
　
洋
画
・
彫
塑
―
七
月
十
六
日
(
金
)
午
後
五
時
～
七
時
　
書
道
―

七
月
二
十
三
日
(
金
)
午
後
五
時
～
七
時
　
展
覧
会
場

く
わ
し
く
は
、文
化
係
へ
。

■
趣
味
の
教
室
(
六
月
)

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
)
で
は
、

区
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
を
明
る
く
、豊
か
に
す
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、次
の
よ
う
な
「教
室
」を
開
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
日
時
―
九
日
(
水
)
午
後
三
時
　

講
師
―
池
田
輝
樹
氏

文
学
教
室
《
平
家
物
語
》
日
時
―
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
〇
分
　
講

師
―
阿
川
昔
氏

絵
画
教
室
《
大
作
の
つ
く
り
方
》
日
時
―
十
二
日
(
土
)
午
後
一

時
三
〇
分
・
二
十
六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
〇
分
　
講
師
―
木
村
林
吉

氏指
圧
教
室
《
神
経
痛
に
つ
い
て
》
日
時
十
六
日
(
水
)
午
後
二
時
　

講
師
―
足
立
区
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

生
花
教
室
《
古
流
》
日
時
―
十
八
日
(
金
)
午
前
十
時
　
講
師
―

岩
佐
マ
チ
氏
(
は
さ
み
・
雑
布
持
参
)
　
材
料
貴
―
二
〇
〇
円

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
日
時
―
十
六
日
(
水
)
午
後
二
時

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
―
同
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
(
月
曜

日
は
休
館
)
。　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
老
人
慰
安
日
本
舞
踊
大
会

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
)
で
は
、

お
と
し
よ
り
の
慰
安
日
本
舞
踊
大
会
を
行
な
い
ま
す
。奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。　
八
八
九
-
一
四
八
一

日
時
―
六
月
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

参
加
資
格
―
六
十
歳
以
上
の
か
た

■
映
画
会

西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
)
で
は
、次

の
と
お
り
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。　

八
九
七
-
五
〇
一
六
(
月
曜
日
は
休
館
)

六
月
六
日
(
日
)
=
あ
い
け
ん
も
の
が
た
り
・
き
ん
い
ろ
の
し
か

六
月
十
三
日
(
日
)
=
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
・
か
っ
ぱ
の
川
太
郎

六
月
二
十
日
(
日
)
=
三
と
う
し
ょ
う
の
こ
や
ぎ
・
ぼ
く
し
っ
て
る

よ

六
月
二
十
七
日
(
日
)
=
さ
ば
く
の
た
か
ら
も
の
・
お
ね
え
さ
ん
の

け
っ
こ
ん

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
。

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　東部福祉事務所605- 7101　 中部福祉事務所889- 1481　 西部福祉事務所897- 5011
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続
々
で
き
る
区
立
公
園

中
央
公
園
な
ど
十
か
所
開
園

都
市
化
が
す
す
め
ば
す
す
む
ほ
ど
、
緑

が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
区
で
は
、
区
民
の
み

な
さ
ん
の
近
く
に
公
園
を
と
、
そ
の
建
設

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
四
十

五
年
度
は
次
の
十
か
所
を
開
園
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
区
立
公
園
の
数
は
八
十
八

か
所
(
延
べ
面
積
約
三
八
万
一
一
七
七

平
方
㍍
)
と
な
り
ま
し
た
。

(
写
真
は
中
央
公
園
)

■
完
成
し
た
公
園

▽
古
内
公
園
―
鹿
浜
一
丁
目
一
五
-
一

(
約
二
八
九
二
平
方
㍍
)

▽
諏
訪
木
第
一
公
園
―
西
新
井
四
丁
目

二
九
-
一
(
約
三
九
五
一
平
方
㍍
)

▽
西
中
第
一
公
園
―
西
新
井
六
丁
目
四

四
-
一
(
約
四
九
六
平
方
㍍
)

▽
西
中
第
二
公
園
―
西
新
井
五
丁
目
二

一
-
一
(
約
五
一
四
一
平
方
㍍
)

▽
六
月
町
公
園
―
栗
原
六
月
町
土
地
区

画
整
理
組
合
内
四
八
街
区

(
約
一
九
一
二
平
方
㍍
)

▽
栗
原
町
公
園
―
栗
原
六
月
町
土
地
区

画
整
理
組
合
内
五
一
街
区

(
約
四
一
五
一
平
方
㍍
)

▽
北
鹿
浜
公
園
―
鹿
浜
三
丁
目
二
六
-

一
(
約
一
万
九
三
四
二
平
方
㍍
)

▽
大
鷲
公
園
―
花
畑
鷲
宿
土
地
区
画
整

理
組
合
内
街
区
第
二
号

(
約
一
一
九
二
平
方
㍍
)

▽
鷲
宿
公
園
―
花
畑
鷲
宿
土
地
区
画
整

理
組
合
内
街
区
第
四
号

(
約
二
四
〇
三
平
方
㍍
)

▽
中
央
公
園
―
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
-

四
(
約
八
六
一
五
平
方
㍍
)

■
児
童
遊
園
も

四
十
四
年
度
ま
で
に
九
十
四
か
所
開

設
さ
れ
て
い
た
児
童
遊
園
に
新
た
に
次

の
三
か
所
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
区
の
児
童
遊
園
は
全
部
で
九

十
七
か
所
(
延
べ
面
積
約
五
万
六
三
一

二
平
方
㍍
)
に
な
り
ま
し
た
。

▽
舎
人
児
童
遊
園
―
舎
人
五
丁
目
一
九

番
地
一
六
(
約
六
一
二
平
方
㍍
)

▽
本
木
一
丁
目
第
二
児
童
遊
園
―
関
原

一
丁
目
一
一
-
二
〇
(
約
三
四
四
平

方
㍍
)

▽
千
住
柳
町
児
童
遊
園
―
千
住
柳
町
二

六
-
三
四
(
約
四
八
二
平
方
㍍
)

区
営
プ
ー
ル
開
設

夏
が
来
ま
し
た
。カ
ッ
パ
の
季
節
、

区
営
プ
ー
ル
は
七
月
一
日
か
ら
開
き
ま

す
。
料
金
は
、
い
ず
れ
も
一
時
間
お
と

な
二
十
円
、
子
ど
も
十
円
で
す
。

開
設
時
間
は
、
体
育
館
プ
ー
ル
が
午
前

九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
。そ
の
他

の
公
園
プ
ー
ル
は
午
前
九
時
～
午
後
六
時

。

▽
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央
本
町
一
丁
目

一
七
-
二
)

▽
千
住
公
園
プ
ー
ル
(
千
住
大
川
町
三

五
-
一
)

▽
千
住
旭
公
園
プ
ー
ル
(
千
住
旭
町
三

〇
-
一
)

▽
中
郷
公
園
プ
ー
ル
(
西
新
井
一
丁
目

二
九
-
一
五
)

△
大
谷
田
公
園
プ
ー
ル
(
中
川
四
丁
目

四
二
-
一
)

な
お
、プ
ー
ル
開
設
に
伴
い
高
校
生

以
上
の
男
子
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
公
園

管
理
係
へ
。

「
住
民
税
」
の
減
税

基
礎
控
除
額
は
十
四
万
円
に

さ
き
ご
ろ
、
地
方
税
減
税
策
の
一
つ

と
し
て
「
地
方
税
法
」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
特
に
関
係

の
深
い
「
特
別
区
民
税
」
「
都
民
税
」

昭
和
四
十
六
年
度
分
の
控
除
額
等
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
医
療
費
控
除
額…
所
得
の
百
分
の
五

相
当
額
、
ま
た
は
十
万
円
の
い
ず
れ

か
低
い
金
額
を
超
え
る
部
分
の
金
額

た
だ
し
、
そ
の
最
高
限
度
額
は
、

百
万
円
で
す
。

▽
障
害
者
・
老
年
者
・
か
婦
・
勤
労
学

生
等
の
控
除
額
…
九
万
円

▽
特
別
障
害
者
控
除
額
…
十
一
万
円

▽
生
命
保
険
料
控
除
の
最
高
限
度
額
…

二
万
七
千
五
百
円

▽
配
偶
者
控
除
額
…
十
三
万
円

▽
扶
養
控
除
額
…
(
1
)
配
偶
者
が
い
る
場
合
=

扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
十
万
円
(
2
)

配
偶
者
が
い
な
い
場
合
=
扶
養
親

族
の
一
人
目
十
一
万
円
、二
人
目
以

降
は
一
人
に
つ
き
十
万
円

▽
基
礎
控
除
額…
十
四
万
円

▽
障
害
者
・
未
成
年
者
・
か
婦
・
老
年

者
に
つ
い
て
の
非
課
税
限
度
額
…
三

十
五
万
円

な
お
、先
に
「特
別
徴
収
義
務
者
」

あ
て
に
お
送
り
し
ま
し
た
特
別
徴
収
税

額
通
知
書
、お
よ
び
近
日
中
に
お
送
り

し
ま
す
普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
(
六

月
十
日
発
送
予
定
)
の
税
額
は
、改
正

さ
れ
た
税
法
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
あ

り
ま
す
。く
わ
し
く
は
、区
役
所
課
税
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
害
防
止
管
理
者
制
度
発
足

試
験
は
7

月
2
5
日

去
る
二
月
に
改
正
さ
れ
た
東
京
都
公
害

防
止
条
例
に
よ
っ
て
、近
く
公
害
防

止
管
理
者
制
度
が
発
足
し
ま
す
。

公
害
発
生
の
可
能
性
が
高
い
工
場
に

は
、公
害
防
止
管
理
者
を
必
ず
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。公

害
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
は
、ま
ず
も

っ
て
工
場
み
ず
か
ら
公
害
を
防
止
す
る

責
任
が
あ
る
の
だ
と
い
う
自
覚
が
大
切

で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、各
企
業

が
公
害
防
止
管
理
者
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、そ
の
責
任
を
社
会
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
こ
の

制
度
が
発
足
し
た
わ
け
で
す
。

公
害
防
止
管
理
者
の

資
格
を
と
る
に
は

公
害
防
止
管
理
者
に
は
一
級
、二
級
　

三
級
が
あ
り
、一
級
は
試
験
、二
・
三
級

は
講
習
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
で
そ

れ
ぞ
れ
資
格
が
と
れ
ま
す
。

ま
た
、技
術
士
・
電
気
主
任
技
術
者

・
ボ
イ
ラ
ー
技
士
等
、一
定
の
資
格
を

も
っ
て
い
る
方
は
、簡
単
な
講
習
会
を

受
講
す
れ
ば
、一
級
お
よ
び
二
級
の
資

格
が
と
れ
ま
す
し
、
三
級
は
都
に
登
録

す
る
だ
け
で
資
格
が
も
ら
え
ま
す
。

試
験
・
講
習
会
お
よ
び
登
録

▽
試
験

試
験
日
　
七
月
二
十
五
日

申
し
込
み
　
六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
　
公
害
局
規
制
指
導
部
指
導

課
(
千
代
田
区
有
楽
町
二
-
五
　
公
害

研
究
所
内
)

案
内
書
・
願
書
　
区
公
害
課
・
都
公
害

局
で
配
布

試
験
科
目
　
(
1
)
一
般
科
目
(
公
害
に
関

す
る
一
般
常
識
お
よ
び
公
害
関
係
法
令

の
知
識
)
　
(
2
)
専
門
科
目
A
(
大
気
汚

染
・
水
質
汚
濁
お
よ
び
騒
音
・
振
動
に
関

す
る
基
礎
知
識
)
　
(
3
)
専
門
科
目
B

(
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
騒
音
・
振
動

の
う
ち
一
科
目
に
つ
い
て
の
専
門
知
識

)
▽
講
習
会
　
八
月
中
旬
開
始
予
定

▽
登
録
　

十
月
中
旬
受
付
予
定

く
わ
し
く
は
、区
公
害
課
あ
る
い
は

都
公
害
局
規
制
指
導
部
指
導
課

二
一
四
-
七
四
一
一
内
線
二
八
七
・

二
八
六

公

告
六
木
地
区
を
区
画
整
理

こ
の
ほ
ど
六
木
土
地
区
画
整
理
設

立
準
備
委
員
会
か
ら
別
図
の
区
域
に

つ
い
て
区
画
整
理
事
業
の
申
請
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、そ
の
区
域
の
関
係

図
面
を
次
の
と
お
り
お
見
せ
し
ま

す
。な
お
こ
の
手
続
き
は
土
地
区
画

整
理
法
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
す
。

▽
施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区
域

六
木
町
一
番
の
一
～
七
九
一
番
(

一
部
を
除
く
)

神
明
町
四
二
六
番
～
四
四
四
番

▽
お
見
せ
し
て
い
る
期
間
と
場
所
―

昭
和
四
十
六
年
六
月
八
日
か
ら
六

月
二
十
一
日
ま
で
。
区
役
所
三
階

区
画
整
理
係
。

く
わ
し
く
は
区
役
所
区
画
整
理
係
へ

施
行
予
定
区
域
略
図

利
子
は
全
額
区
で
負
担

公
害
防
止
設
備
資
金
の
融
資

区
で
は
、公
害
防
止
対
策
の
一
つ
と
し
て
、公
害

を
発
生
し
て
困
っ
て
い
る
中
小
企
業
経
営
の
方
に
、

「公
害
防
止
施
設
整
備
資
金
」の
融
資
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。融
資
金
の
利
子
は
、全
額
区
が
補
助
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
資
格
　
(
1
)
区
内
に
住
所
(
法
人
の
場
合
は

主
た
る
事
務
所
)
が
あ
り
一
年
以
上
同
じ
事
業
を
営

み
、常
用
従
業
員
が
二
〇
名
(
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
場
合
は
五
名
)
以
内
の
企
業
者
の
方

(
2
)
現
に
公
害
発
生
源
と
な
っ
て
い
る
工
場
・
作
業
場

が
害
あ
る
場
合

(
3
)
前
年
度
の
特
別
区
民
税
(
法
人
の
場
合
は
法
人
都

民
税
ま
た
は
代
表
者
の
特
別
区
民
税
)
を
完
納
し
、

事
業
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方

(
4
)
す
で
に
こ
の
種
の
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
、
そ

れ
を
全
額
返
済
ず
み
の
方

融
資
条
件
　
(
1
)
使
う
目
的
―
公
害
防
止
施
設
の
設
置

ま
た
は
改
造
資
金
　
(
2
)
貸
付
期
間
―
三
年
以
内
(

す
え
置
き
期
間
六
か
月
を
含
む
)

(
3
)
利
率
―
年
八
・
三
%
以
内
(
こ
の
利
子
は
全
額
区

で
補
助
し
ま
す
)

(
4
)
返
済
方
法
―
す
え
置
き
期
間
が
過
ぎ
た
の
ち
、
分

割
で
返
済

(
5
)
保
証
―
原
則
と
し
て
東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証

が
必
要
。
た
だ
し
、
区
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人

(
法
人
の
場
合
は
代
表
者
も
含
む
二
名
)
、
ま
た
は

担
保
物
件
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

(
6
)
保
証
料
の
負
担
―
東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
の

場
合
、
区
の
融
資
額
に
対
す
る
保
証
料
の
最
初
の
一

年
分
は
、
区
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
み
先
―
常
時
受
付
け
ま
す
(
土
曜
の
午
後
・

日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く
)
。
区
役
所
商
工
係
。

児
童
手
当
・
福
祉
年
金
な
ど
の

定
時
届
け
を
お
忘
れ
な
く

■
児
童
手
当
…
…
児
童
手
当
は
毎
年
一

定
の
収
入
基
準
(
住
民
税
の
課
税
額
)

に
よ
っ
て
支
給
で
き
る
か
ど
う
か
確
か

め
ま
す
。
こ
と
し
の
分
の
確
認

申
請
(

児
童
手
当
定
時
届
)
の
締
め
切
り
日

は
六
月
三
十
日
で
す
。
こ
の
申
請
手
続

き
を
し
ま
せ
ん
と
、
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な

く
。(
用
紙
は
送
り
ま
す
)

(
1
)
児
童
手
当
課
税
状
況
届
―
こ
の
届
け

に
は
、昭
和
四
十
六
年
度
住
民
税
の

納
税
通
知
書
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、足
立
区
外
で
課
税
さ
れ
た
か

た
は
、そ
こ
の
課
税
証
明
書
を
。ま

た
、生
活
保
護
法
を
適
用
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、福
祉
事
務
所
長
が
発
行

す
る
被
保
護
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

(
2
)
委
任
状
・
口
座
振
替
依
頼
書
―
口
座

振
替
依
頼
書
に
振
込
先
金
融
機
関
担

当
者
確
認
印
を
押
し
て
も
ら
っ
た
か

た
は
、
銀
行
等
の
通
帳
は
持
っ
て
く

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で

な
い
か
た
は
通
帳
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

(
3
)
受
給
資
格
証

届
出
先
=
区
役
所
児
童
係

■
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
手
当
…
…

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
毎
年
六
月
中
に
定
時
届
(
前

年
分
の
所
得
額
)
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
手

続
き
を
し
ま
せ
ん
と
次
の
回
(
九

月
)
か
ら
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。

な
お
、昭
和
三
十
七
年
一
月
一
日
以

降
、こ
れ
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
、

ま
だ
届
け
を
だ
し
て
い
な
い
か
た
も
至

急
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

手
続
期
間
=
六
月
三
十
日
ま
で

持
参
す
る
も
の
=
証
書
・
印
か
ん

た
だ
し
、昭
和
四
十
六
年
一
月
一
日

現
在
、
足
立
区
外
に
住
ん
で
い
た
か
た

は
前
住
地
の
区
市
町
村
長
が
発
行
す
る

所
得
証
明
が
必
要
で
す
。

届
出
先
=
区
役
所
児
童
係

■
福
祉
年
金
…
…
福
祉
年
金
五
月
期
の
支

払
い
を
受
け
て
、
ま
だ
定
時
届
け
を

し
て
い
な
い
か
た
は
、
六
月
三
十
日
ま

で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
=
福
祉
年
金
証
書
・
印

か
ん

届
出
先
=
区
役
所
国
民
年
金
課
あ
る
い

は
所
管
の
出
張
所

■
特
別
区
民
税
(
第
一
期
分
)

6
月
3
0
日
が
納
期
で
す

拡
が
る

北
千
住
駅
西
口
広
場

か
ね
て
、区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も

ご
要
望
の
多
か
っ
た
「北
千
住
駅
西
口

広
場
」の
拡
張
を
、こ
の
ほ
ど
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
近
所
に

お
住
ま
い
の
方
や
広
場
を
ご
利
用
の
み

な
さ
ん
に
、極
力
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

な
い
よ
う
作
業
を
進
め
ま
す
が
、歩
行

者
通
路
、バ
ス
乗
り
場
、タ
ク
シ
ー
乗

り
場
な
ど
を
、一
時
移
設
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

は
、
ぜ
ひ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、こ
の
広
場
の
完
成
は
、

こ
と
し
九
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

こ
の
工
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
区
役
所
第
一
工
事
々
務
所

八
八
二
-
三
四
八
〇

告
知
板

■
青
年
文
化
教
室

(
第
1
9
回
)

区
青
年
館
で
は
、次
の
よ
う
な
趣

味
と
実
益
を
か
ね
た
講
座
を
開
き
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
―
六
月
十
六
日
～
七
月
二
十
三

日
の
毎
週
水
・
金
曜
日
/
午
後
六
時

三
〇
分
～
八
時
三
〇
分

場
所
―
足
立
区
青
年
館
(
東
武
線
大

師
前
駅
下
車
)

料
理
教
室
《
初
夏
の
お
総
菜
》

講
師
―
沢
田
千
津
子
氏

絵
画
教
室
《
や
さ
し
い
油
絵
の
か
き

方
》
　
講
師
―
斉
藤
亥
之
助
氏

ギ
タ
ー
教
室
《
や
さ
し
い
弾
き

方
》
　
講
師
―
宮
島
寅
次
氏

受
講
料
―
無
料
(
た
だ
し
、材
料
費

は
実
費
負
担
)

参
加
資
格
―
区
内
に
在
住
・
在
勤
す

る
二
十
五
歳
以
下
の
方

申
込
み
―
直
接
青
年
館
へ
(
各
科
目

と
も
、定
員
五
十
名
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
)
六
日
か
ら
受
付
け
ま
す
。　

八
九
〇
-
〇
〇
六
一

■
成
人
学
校

区
教
育
委
員
会
で
は
、次
の
と
お

り
成
人
学
校
を
開
校
し
ま
す
。園
芸

や
書
道
、手
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
六
月
十
五
日
～
七
月
二
十
二

日
の
毎
週
火
・
木
曜
日
/
午
後
六
時
～

八
時
。

盆
栽
と
園
芸
　
盆
栽
の
妙
味
と
鑑
賞

/
盆
栽
の
作
り
方
な
ど

書
道
　
文
字
学
習
法
/
各
種
書
体
の
実

習
、
観
賞
な
ど

手
芸
　
押
絵
に
つ
い
て
/
玉
子
び
な

の
作
り
方
な
ど

場
所
　
足
立
区
青
年
館
(
東
武
線
大

師
前
駅
下
車
)

申
込
み
先
　
文
化
係
(
区
役
所
五

階
)
、各
科
目
と
も
定
員
五
十
名
に

な
り
し
だ
い
締
切
り
。受
講
料
は
無

料
。

■
水
泳
講
習
会

区
教
育
委
員
会
で
は
、健
康
の
増

進
や
美
容
に
も
役
立
つ
水
泳
講
習
会

を
開
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【指
導
者
養
成
講
習
会
】

期
間
―
七
月
六
～
八
日
(
三
日
間
)

こ
の
講
習
会
は
、町
会
や
会
社
な

ど
で
行
な
う
水
泳
講
習
会
の
指
導
者

を
養
成
す
る
も
の
で
す
。
参
加
資
格

は
、
五
〇
㍍
以
上
泳
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

【初
心
者
講
習
会
】

期
間
―
七
月
十
四
～
十
六
日
(
三
日

間
)時

間
は
、い
ず
れ
も
午
後
六
時
～

九
時

場
所
―
足
立
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中

央
本
町
一
丁
目
一
七
-
二
)

参
加
資
格
―
足
立
区
在
住
・
在
勤
・

在
学
(
高
校
生
以
上
)
の
方

申
込
み
先
―
教
育
委
員
会
体
育
係

(
足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
)
。定

員
一
〇
〇
名
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

申
込
み
方
法
―
往
復
は
が
き
、ま
た

は
係
に
備
え
つ
け
の
用
紙
に
、氏
名

・
住
所
・
年
齢
・
所
属
(
ク
ラ
ブ
名

な
ど
)
・
電
話
を
記
入
し
、郵
送
か

直
接
窓
口
へ

く
わ
し
く
は
、
体
育
係
へ
ど
う
ぞ

■
ア
ル
バ
イ
ト
(
男
子
)

薬
剤
の
散
布
作
業

区
で
は
、薬
剤
散
布
作
業
の
男
子

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
は
十
八
歳
以
上
で
、九
月
三
十

日
ま
で
。賃
金
は
一
日
千
七
百
円
。

申
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、区
民

部
保
健
衛
生
係
へ
。

文
化
会
館
を

一
時
閉
館
し
ま
す

音
響
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、八

月
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
閉
館
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

無
料
で
取
付
け

水
道
管
の
「水
止
栓
」

都
水
道
局
で
は
、水
道
の
蛇
口
を

修
理
す
る
と
き
な
ど
に
、手
で
簡
単

に
水
を
止
め
ら
れ
る
「水
止
栓
」を

二
五
㍉
管
以
下
の
場
合
は
、無
料
で

お
取
り
付
け
し
て
い
ま
す
。

水
止
栓
は
、メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中

に
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

の
な
い
ご
家
庭
は
、
左
記
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
千
住
と
日
光
街
道
の
東
側
に
お
住

い
の
方
は
…

水
道
局
足
立
東
営
業
所
(
加
平
一
-

九
-
一
　
六
〇
六
-
二
一
五
一

▼
右
の
区
域
以
外
の
方

水
道
局
足
立
西
営
業
所
(
梅
田
七
-

一
〇
-
一
五
　
八
八
七
-
六
一

六
一

■ ドブや水路などにゴミをすてないで! 　雨期をひかえて出水のもとになります。


